
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　２０２０年度年間事業計画　　　　　　　　　
　今年度の最大の目標は、新型コロナウイルス感染症にどう対応して、作業所としてのクラスターを
防いでいけるか、である。世界的に猛威を振るう新型コロナウイルスに対して取り得る対策は、ウイ
ルスが見えないだけに、やっていても本当にこれでいいのかという虚無感に襲われるときがあります。
自分たちのやっていることに自信を持ち、全職員でこのコロナ禍を乗り切りましょう。
もちろん利用者の方々には、就労を目指すための生産活動の機会を提供するとともに、自立促進や
生活・身体機能改善の機会を提供し、利用者の方に来てよかった、通所してよかったと思ってもらえ
る事業所を目指します。以上のことを実現するための事業計画を立て実行する。

　①、利用者さんに就労・自立・生活身体機能改善のためのサービスを考え提供する。
　　　＊　作業を頂いている事業所さんとの関係を密にすると共に新しい事業所を開拓、施設外就労
先の開拓とその就労先に派遣する利用者さんの選択。
　　　＊　利用者さんの工賃を上げる事業を考えることと、今の内職仕事を安定確保する。
　　　＊　就Ｂ・生活介護福祉サービスの内容を充実させる。
　　　

　②、利用者さん一人ひとりに目を向け、そのニーズに対応できるように努力する。
　　　＊　利用者さんの問題を全職員が共有できるように定例職員会議の開催とケース会議の定例化。
緊急な場合のその時々に応じたケース会議の開催。
＊　利用者さん個々の支援に合った作業計画を立てる。
　　　＊　利用者さんの相談が健康・食事・住居など生活全般に渡ってのことが多くなり、対応する

　　　　職員は常にその相談に対してのスキルアップを心がける。
　③、人と人の関わりを学ぶ意味でも余暇活動を経験することは大切と考える。当事業所も利用者さん
どうしのつながりや楽しみも考えレクレーション行事を行う。
　　　＊　今年度はコロナ対応しながらのレクレーションを考えていく。
　④、職員に対する研修を、基本的には最低月１回は行う。今年度、新型コロナウイルス感染症につ
いては細かく正確に伝達していく方向で行う。人権問題に関することは必ず行う。また、外部の
研修にも積極的に参加し伝達講習という形で職員に伝える。消防署職員による救急救命法は今年
度は、コロナにより受け付けていないようです。
　⑤、利用者さんの安心・安全確保のためにさまざまな訓練を行う。
　　　＊　利用者さんと共に、災害時の避難訓練を行う。（今年度はコロナ対応しながら）
　　　＊　職員は、利用者さんの安全確保のため、防災訓練・応急処置等の訓練を行う。
　
　⑥、関係外部機関との連携の為、外部の会議に職員が積極的に参加する。また、地域との連携を積
極的に進めていく。
